
2024年度放課後等デイサービス保護者向けアンケート 総数 8 回答者 6
実施期間 2025/3/24-3/27 集計施設 ぐろーあっぷ みゅげ 重⼼放デイ

保護者アンケート質問事項  はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。
職員の配置数は適切であると思いますか。
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか。

こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成さ
れていると思いますか。

利⽤⽇は家まで送って欲しいで
す。

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。
放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いま
すか。
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。

事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。

重⼼児の⾼校卒業先の事業所の
⾒学、説明会など企画して欲し
い。

卒業後の進路に関するご提
案、企画を検討させていた
だきます。

⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。
定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。
事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。
個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思います
か。

出⼊⼝がオートロックはとても
安⼼できます。

オートロックにご安⼼いた
だけて嬉しく思います。

事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。
こどもは安⼼感をもって通所していますか。
こどもは通所を楽しみにしていますか。

事業所の⽀援に満⾜していますか。

家まで送ってもらえると⼤変助
かります。よろしくお願いしま
す︕

送迎のご要望、今後のサー
ビス向上に努めます。
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送迎についてのご要望、
今後の検討課題とさせて
いただきます。



2024年度放課後等デイサービス従業員向けアンケート 回答数 6
実施期間  2025/3/24-3/27 施設【重⼼放デイ】 ぐろーあっぷ みゅげ
従業員アンケート設問 はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善が必要な点

利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0 6

できるだけ⽀援室に物を置かない
極⼒、⽀援室内に荷物を置かないようにしている(安全のため)
その⽇の利⽤に応じて、必要最低限で物を移動させてスペースを作ってい
る。

バギーや座位保持椅⼦等を置くといっぱいになる。
⽀援中は⽀援室に余分なものを置かないようにしている。別室等に出し
ている。
利⽤児が成⻑するとスペースが狭くなるので、今後⽀援スペースを広げ
て欲しい
部屋が狭いのは広げるしかない。

利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 0 6

取れなかった休憩分は早く帰れそうな時に帰る
職員同⼠声を掛け合っている。細かな役割分担をする。休憩時間をずらし
たり、時には縮⼩したりしとぃる。
スタッフが声を掛け合ってお互い助け合っている。

殆どの⼦が医療的ケアや⾷事、トイレ等の介助が必要なため、休憩や休
みを回すのが難しいことが多い。
法令規定の⼈数配置だと承知しているが、重⼼では利⽤者さんが来所さ
れた時点から、トイレ介助、荷物整理などを職員がしなけらばならな
い。利⽤者がいる間に⼈が欲しい。   施設の狭いのは、改善されな
いのか︖⾞椅⼦等から降りて、床での活動がしにくし。
⻑期休みになると休憩時間がしっかりとれないこともあるので、残業代
など配慮して欲しい
みゅげの利⽤児さんは、⾔葉がけで動ける⼦はいない。規定では達して
いると思われるかもしれないが、実質マンツーマンでないと事は運ばな
い。スタッフの頭数が居ても動けない⼈もいる。規定ではなく、実際に
動ける⼈数の確保はして欲しい。性的虐待を考えるなら、そろそろ同姓
介助も考えることが必要だと思います。

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備
等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされてい
るか。 4 2

⽀援室を出るタイミングで階段の扉が開くことがあり、危険を感じる。
⾮常⼝が狭い、少ない
出⼊り⼝が1箇所しかない。⾮常の際外に出られるか不安。事務室に掃出
しがあると良い

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認められる環境になっている
か。 4 2

クールダウンの際は相談室を使⽤するようにしている。
相談室を使⽤している

⽀援室に通じていないので、職員が減り、⽀援の⼿が減る。
狭くスペースは取れない。個別の部屋の確保もされていない。

業務改善を進めるためのPDCAサイクル (⽬標設定と振り返り) に、広く職員が参画している
か。 4 2

毎朝、朝礼の後、前⽇の活動の振り返りと話し合う必要のあることをして
いる(ミニミィーティング)⽋席者のために、話し合ったこと等をノートに
書いている。(ミーティングノート)

⻑期休暇等、朝からの利⽤になるとミーテイングが取れない。
ふり返りの時間を優先的に作っていく必要がある

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務
改善につなげているか。 4 2

評価表の結果だけでなく、⽇頃から送迎時などで、ご意⾒ご希望を伺って
いる。
職員全体で話し合う。

職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 4 2
職員の意⾒を把握する機会がなかなか作れていないので、ランチミー
ティングを有効活⽤できるとよい

第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげているか。 1 5

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で研修を開催する機会が確
保されているか。 6 0

研修機会が多く、必要な業務を⾏う時間が少なくなるため、施設スタッ
フにとって必要な研修の⾒極めが必要
研修等で学んだことが、⽇頃の⽀援に活かされているか。

適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 5 1
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 6 0

全職員に、5領域視点でアセスメントをしている。それぞれ、書⾯にして
いる。

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だけでなく、こども
の⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が⾏われている
か。 5 1 まとめたものを、全員で確認し意⾒を出している。

⽀援に関して職員の個々で話し合うことはあるが、時間確保できず全体
で話し合うことがなかなかできていないので、意識して時間を作ってい
きたいと思う。

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏われているか。 2 4
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマルなアセスメントや、
⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使⽤する等により確認している
か。 3 3
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサー
ビスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地
域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。 5 1 ガイドラインを熟知していないので、内容の解説をする機会が必要
活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 5 1
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 6 0
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画
を作成し、⽀援が⾏われているか。 6 0
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分担について
確認し、チームで連携して⽀援を⾏っているか。 5 1

⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏い、気付
いた点等を共有しているか。 1 5

その⽇にできない場合は、翌⽇朝礼時に⾏っている。
必ず。とはなかなか難しい。時には遅れたり、まとめて振り返りをするこ
とがある。

翌⽇の朝に時間ある時は前⽇の振り返りを⾏っているが、毎回できてい
るわけではないので、全員スタッフが揃っていなくても2⼈以上いる時は
振り返りの時間を設けていけるとよい。

⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善につなげているか。 6 0 活動のふり返りで出たことをプログラムの余⽩に書いている。
記録というものを作っていない。ケア記録で良しとしている。今後、利
⽤者⼀⼈⼀⼈の記録が必要にらるか︖

定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直しの必要性を判断し、適切
な⾒直しを⾏っているか。 6 0
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組み合わせて⽀援を⾏ってい
るか。 4 2 意識していない。5領域を意識して組み⽴てている。
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決定をする⼒を育てるため
の⽀援を⾏っているか。 6 0 まず、利⽤者に質問をすることから始めている。
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよ
く理解した者が参画しているか。 5 1
地域の保健、医療(主治医や協⼒医療機関等)、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して
⽀援を⾏う体制を整えているか。 5 1
学校との情報共有(年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等)、連絡調整(送
迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡)を適切に⾏っているか。 6 0

担任との⾯談を実施したり授業⾒学をさせていただいたりして、学校での
様⼦や指導の中味等を把握している。

就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀援事業所等との間で情報
共有と相互理解に努めているか。 4 2
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移⾏する場合、それ
までの⽀援内容等の情報を提供する等しているか。 2 4

まだ卒業⽣をだしていないが、その時期が来たら提供したい。
まだ経験していない

地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助⾔や研修
を受ける機会を設けているか。 1 5 今後設けていきたい。
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0 6 まず、グローアップの他施設との交流をしていきたい。
(⾃⽴⽀援)協議会等へ積極的に参加しているか。 2 4
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか。 6 0 送迎時伝えるようにしている。
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログラム (ペアレント・トレー
ニング等)や家族等の参加できる研修の機会やや情報提供等を⾏っているか。 1 5
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏っているか。 5 1
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善
の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 6 0 ⾯談等で伺っている。
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護者から放課後等デ
イサービス計画の同意を得ているか。 5 1
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏って
いるか。 6 0
⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同⼠で交流する
機会を設ける等の⽀援をしているか。また、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀
援をしているか。 4 2
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 6 0
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することにより、活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 5 1
個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 6 0
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 6 0

事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 1 5
夏祭り等各施設で実施している。今後地域に案内を出すなどすることも
必要。

事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や家族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。 4 2
業務継続計画(BCP) を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を⾏っているか。 5 1
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 6 0
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応がされているか。 5 1 経験したことがない
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理
が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。 3 3
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容に
ついて、家族等へ周知しているか。 3 3

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について検討をしているか。 6 0
事例に関わった職員が気付かない時は、周りの職員が声ををかけている。
事業所専⽤の書式を作成した

虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 5 1
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者
に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 3 3

⾝体拘束が必要な利⽤者には、あらかじめ同意書をとる。(現在、みゅげ
では対象者はいないが、必要な時はとっていきたい)



公表 事業所における⾃⼰評価総括表

○ 分析結果

重⼼放デイ
○事業所名

○保護者評価実施期間
○保護者評価有効回答
数

○従業者評価実施期間
○従業者評価有効回答
数
○事業者向け⾃⼰評価
表作成⽇

ぐろーあっぷみゅげ

6

6

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取
組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

2

3

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/30

⽇常的な保護者とのやり取り 送迎時などを活⽤し、⽇頃から⼦ども
の状況について保護者の⽅と伝え合う
ようにしています。

今後も、⽇々の送迎時などでのコミュニ
ケーションを⼤切にし、保護者の⽅との信
頼関係を維持できるよう努めます。

物理的な環境

 個別⽀援計画作成への意識 アセスメントやモニタリングを⾏い、5
領域の視点を取り⼊れながら計画作成
に取り組んでいます。

計画作成のプロセスを⼤切にし、⼦どもの
状況や保護者のニーズをより的確に把握で
きるよう努めます。ガイドラインへの理解
も深めていきたいと考えています。

安全確保への取り組み（研修・共有） 研修機会は確保されており、ヒヤリ
ハット事例を共有する仕組みも作って
います。

研修で学んだことを⽇々の⽀援に活かせる
よう、振り返りの機会を持つよう努めま
す。ヒヤリハットの共有と対策検討を継続
し、安全意識の向上を⽬指します。

活動スペースが⾮常に狭く、バギー等
を置くと⼀杯になる状況です。安全⾯
での懸念も感じています。

スペース確保のため、物の配置を⼯夫し続
けますが、根本的な解決には施設の拡張が
必要です。安全確保のため、避難経路の確
認や職員間の連携を密に⾏うよう努めま
す。

現場負担に対する⼈員不⾜感 介助に⼈⼿が必要な機会が多く職員の
負担が⼤きいと感じています。

職員同⼠で協⼒し、業務の効率化を図りな
がら、できる限り負担を分担できるよう努
めます。同性介助の必要性についても検討
が必要です。

計画の実践と組織内連携の課題 作成した計画が職員間で⼗分に共有さ
れ、計画に沿った⽀援が実践できてい
るか、疑問を感じています。⽀援終了
後の振り返りや職員の意⾒交換の時間
も不⾜しています。保護者への情報提
供も不⾜なところがあります。

計画内容の共有⽅法を⾒直し、全職員が理
解を深められるように努めます。限られた
時間の中で、⽀援の振り返りや意⾒交換の
時間を意識的に設けます。保護者の⽅へ施
設や安全に関する情報提供を積極的に⾏う
よう⼼がけます。送迎計画にについても再
検討が必要。



2024年度放課後等デイサービス保護者向けアンケート 総数 0 回答者 0
実施期間 2025/3/24-3/27 集計施設 ぐろーあっぷ みゅげ 重⼼児童発達⽀援

保護者アンケート質問事項  はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。
職員の配置数は適切であると思いますか。
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか。
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成さ
れていると思いますか。
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。
放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いま
すか。
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。
定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。
事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。
個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思います
か。
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。
こどもは安⼼感をもって通所していますか。
こどもは通所を楽しみにしていますか。
事業所の⽀援に満⾜していますか。



2024年度放課後等デイサービス従業員向けアンケート 回答数 6
実施期間  2025/3/24-3/27 施設【重⼼児童発達⽀援】 ぐろーあっぷ みゅげ
従業員アンケート設問 はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善が必要な点

利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0 6

利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 0 6

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備
等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされてい
るか。 4 2
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認められる環境になっている
か。 4 2
業務改善を進めるためのPDCAサイクル (⽬標設定と振り返り) に、広く職員が参画している
か。 4 2
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務
改善につなげているか。 4 2
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 4 2
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげているか。 1 5
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で研修を開催する機会が確
保されているか。 6 0
適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 5 1
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 6 0
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だけでなく、こども
の⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が⾏われている
か。 5 1
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏われているか。 2 4
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマルなアセスメントや、
⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使⽤する等により確認している
か。 3 3
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサー
ビスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地
域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。 5 1
活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 5 1
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 6 0
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画
を作成し、⽀援が⾏われているか。 6 0
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分担について
確認し、チームで連携して⽀援を⾏っているか。 5 1
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏い、気付
いた点等を共有しているか。 1 5
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善につなげているか。 6 0
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直しの必要性を判断し、適切
な⾒直しを⾏っているか。 6 0
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組み合わせて⽀援を⾏ってい
るか。 4 2
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決定をする⼒を育てるため
の⽀援を⾏っているか。 6 0
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよ
く理解した者が参画しているか。 5 1
地域の保健、医療(主治医や協⼒医療機関等)、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して
⽀援を⾏う体制を整えているか。 5 1
学校との情報共有(年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等)、連絡調整(送
迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡)を適切に⾏っているか。 6 0
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀援事業所等との間で情報
共有と相互理解に努めているか。 4 2
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移⾏する場合、それ
までの⽀援内容等の情報を提供する等しているか。 2 4
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助⾔や研修
を受ける機会を設けているか。 1 5
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0 6
(⾃⽴⽀援)協議会等へ積極的に参加しているか。 2 4
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか。 6 0
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログラム (ペアレント・トレー
ニング等)や家族等の参加できる研修の機会やや情報提供等を⾏っているか。 1 5
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏っているか。 5 1
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善
の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 6 0
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護者から放課後等デ
イサービス計画の同意を得ているか。 5 1
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏って
いるか。 6 0
⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同⼠で交流する
機会を設ける等の⽀援をしているか。また、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀
援をしているか。 4 2
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 6 0
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することにより、活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 5 1
個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 6 0
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 6 0
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 1 5
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や家族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。 4 2
業務継続計画(BCP) を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を⾏っているか。 5 1
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 6 0
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応がされているか。 5 1
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理
が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。 3 3
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容に
ついて、家族等へ周知しているか。 3 3
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について検討をしているか。 6 0
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 5 1
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者
に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 3 3



公表 事業所における⾃⼰評価総括表

○ 分析結果

重⼼児童発達⽀援
○事業所名

○保護者評価実施期間
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○従業者評価実施期間
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表作成⽇

ぐろーあっぷみゅげ

0

6

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取
組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

2

3

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/24-2025/3/27

2025/3/30


